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と<這 ｡那>について､ 1 1 i lLl 淡江大学講師張壕玲､ は
じめに翻訳 とは異なる言語間の置き換えである｡ 日本が中国と交渉をするときから､翻訳
という言語行動が行われたQ異文化を異言語の学習修得によって､自国のことばに置き
かえるとい うことはさほど簡単でないと思 う｡ より正 しい､よりよい翻訳をするために､相
手の言語をよく知らなければならな
い｡換言すれば､相手の言語の構造を根元からよく理解 し､相手の言語に精通する必要があ
る｡筆者は有害佐和子氏の ｢地唄｣(注 1)とい う作品を翻訳 したが､その際､ 日中
両国語における文の構造､表現構造などの相同点と相異点が多 く見つかった｡その中､特に､
指示詞<ソ> 系が<那> 系に限らず多くは<這 > 系にも訳されことに気ついた｡ 日本
語の<コ> 系 ･<ソ> 系をそれぞれすべて中国語の<這>系 ･<那> 系に訳 して しま
うのは果た して適当
であろうか｡筆者はここにその疑問を提出 して､考察 してみたいと思うO_､ 指示詞の体系
多くの言語の指示詞はこ通 りの区別 しか持たないのに対 し(例えば英語では this⇔ thatと here⇔ thereなど)､ 日本語の指示詞は､コ､ソ､ア 三通 りの区別を有するOま
た､それが整然 とした体系を持つことも日本語指示詞の特徴の-つであると思われるo佐
久間鼎氏は､早 くからこの整然 とした体系を ｢コソア ド体系｣と呼んでいる (往2)O一
方､中国語の指示詞は､一般に､<這 ･那>の二通 りの区別をするo Lか
し､すべでの中国語がそ うとは限らず､三通 り又は四通 りの区別を持つ方言もある (注
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>の二つしかない0両体系を対照 してみると､次のようである｡
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- 那個情態 :こんな - 這様的 そんな - 那様的 あんな
- 那様的副詞的情態 :こう - 這横地 そ う -那横地 あ
あ - 那横地こんなに - 這横地 そんなに-那横地 あんなに
- 那横地注 :表示する方法は､時枝誠記 『日本文法 口語篇』による｡
上の表によって､日本語の<コ> 系は､中国語の<這>系に訳されるが､<ソ･ア> 両
系は <那> 系にしか訳されない｡それゆえ､中国人の日本語学習者にとって <ソ､ア
> 両系の使い分けは困難であり､間違いが しば しば見られるO しか し､丙国語の指示詞の対照において､<ソ> 系と <ア> 系の使い
分けも一層興味深いのは <コ･ソ> 系と<這 ･
那> 系の対応及びずれである｡三､<コ ･ソ ･ア>の中国語訳の実態とその分析
｢地唄｣における指示詞を検討 してみよう｡実際の用例とその訳文をすべて取 り出して､<コ> 系 と <ソ> 系に分けて考察する｡まず､<コ>























(4)来月アメ リカ-発つのだとい うことも､多分父は知 らない
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J こ の よ うに して ｢地唄｣にお けるすべての 指 示 詞 とその中国語訳文を対 照 してみると<
仁 表.lL,の 結果を4<S芸こ1t,bミで きるD T
日 中 這 這 ･那 那 計
コ 系 7 0 0 7
ソ 系 17 6 5 28
ア 系 0 0 2 2
計 24 6 7 37
<表 1>により､次のようなことが言える｡
1､<コ>系は殆 ど<這 >系に訳 される｡
2､<ア>系は殆 ど<那 >系に訳 される0
3､｢地唄｣における指示詞の中､<ソ>系が 77%を占める｡井手至氏 (注 4)によ
り､現代の 日本語文における指示詞は､<ソ>系が<コ>系より多 く用いられる
傾向があるとされているが､この作品においても同軍であるO又､一般に 日本語
の文章 ･論文では<ア>系の数が限られているが､この場合 も同 じである｡
4､原文に<ソ>系が 28例あるが､<那>系に訳 され る 5例 しかないのに対 し (い
ずでも訳せ るものを入れ ると､11例 ｡以下同様｡)､<這 >系に訳 され るものは
それより多 く､17例 (または 23例)ある_.極めて不思議だと思われ るO 中国
語について言えば､この数字は､中国現代文における指示詞は少なくとも2倍の
比率で<這 >系が<那>系より多 く多用 されるとい う望月八十吉氏の指摘を裏づ
ける (注 5)0
以上の ｢地唄｣の例はすべて筆者の翻訳であるか ら､個人的 ･主観的の恐れがあるかも
知れないOまた用例 も充分でないと思われるので､さらに他の翻訳者の手になるい くつか
の作品を選んでその用例を見てみるO
とりあげたのは､芥川竜之介の ｢羅生門｣･ ｢六の宮の姫君｣ ･ ｢秋｣∫ ｢おお富の貞
操｣の四篇である (『昭和文学全集 芥川竜之介集』角川書店一九五三による)｡中国語翻
訳は黄恒正氏訳 『復讐的故事』 ･ 『仮面具』 (長橋出版社刊)によるo これ らの作品の指
示詞についてすべての用例を整理 してみると､次のようである｡ <表 2> より､これ ら
の作品においても先に述べるた 1-4 の傾向を見てとることができる0
234
A B C D=慕 這 系 30 10 22 21那 系 0 0 0 00 5 5 8 9
その他 ll 4 1 1計
46 19 31 31ソ系 這 系 9 ll 23 18
那 系 13 9 18 180 6 15 22 20そ
の他 6 3 12 13計 44 ･白8 75 69
注 :A羅生門(90)､B六の宮の姫君(57)､C秋(106)､お
富の貞操(100)O ( )の中は両系の総数｡四､<這 ･那 >の 日本語訳 の実態 とその分
析次に､これまで とは逆に､中国語の指示詞が どの ように 日本語に訳 され るかを見てみよ
う｡その手かが りとしで､ここでは､台湾の作家曽心儀氏の小説 ｢彩鳳
の心願｣中のすべての指示詞 を取 り出 して､その 日本語訳文 と対照 してみたい｡ ｢彩鳳の心願｣
の原作は台湾の遠景出版社刊(1978)｡ 日本語訳は林正子氏 ･中村ふ じゑ訳 ｢彩鳳 の夢｣『 台湾現
代小説選 I』 (研文出版 ･
｢ ･ヽ ｢
r ｢ r
上 二日 = ソ
ア 0>～_I 一事-ーヽ_ うー-ヽ .ヽ_ ,ヽ.ー■ それ そラ その そ
そんなに ああのんな中 れ
れ の I-･. ん
なに這(主語) 5
1 3這(述語)
這+名詞 12 2 1
6這+数量詞 3 1 1
6這 個 4
1 2這 些 2 1 1 3
這 様 2 3
1 7這 磨 2 2
道 程 1 2
2這 裡 1 ll
2計 5 4 21 12 13 .2 3
3 2 33那+名詞 1 1
6那+数量詞 ･1
1 1那 些 4様
1 1那 麿
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る｡作者が登場人物の行動 ･ありさまについて冷静 ･客観的物語っていると言 うことがで
きるO
(C)の例 (9)｢豊里部屋----運び込んできた｣の場合､作者は平静に主人公のい
る部屋 (作者のいる部屋でない)を話題 したので ｢その｣を用いるが､中国語訳文では<






筆者は (9)の例文を ｢這間房間｣と訳 した｡また､同 じ例文中の ｢もうそんな時間にな
ったか｣では､作者は冷静に流れきった "時間"をとりあげる｡ しか し､中国語訳文では
｢巳経到了這個時間 ¢馬 ? !｣と<這>を使って訳になっている｡
琴が運び込まれてくる瞬間と邦枝が我に帰る瞬間とは一続きの､殆 ど同時と言ってよい
くらいの出来事であるO邦枝は届けられた琴 ･三味線などを見た瞬間､｢ああ !もう (輿
器が届けられるような)現在のこの時間になったか｣と思 うのである｡従って､<這>と



























日本語の指示詞については他に久野氏 (注8)､高橋太郎氏 (注 9)､岡村和江氏 (注 1
0)等のご論稿に詳 しいので､参照されたいが､最後に､筆者の考えに近い説 として､正
保勇氏の説を紹介する｡正保氏は<ソ>系に対 して次のような結論を提出された (港 ll)o
｢ソ｣は ｢ア｣によっても､｢コ｣によっても指示 し得ないものの指示を行




るのにくソ>系を用いる場合､話 し手とその話 した内容 との間には一定の距離があり､冷
静 ･客観的に物語るために<ソ>系を用いると考えられる｡それに対 し､<コ>系は話 し
手の勢力範囲内のことを指 し示すのがその本質であるので､話 し手が<コ>系を用いるこ




















･｣ (○)2. 田中さんはそ ういったor---｣(Ⅹ) 田中先生那様説O｢--
-｣(X)3. ｢--｣田中さんはこういった｡(△) ｢---｣田中先生這様
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√ 1 新潮文庫 第 14刷による｡1976
I ､㌧
2 『現代 日本語の表現 と語法』 198-3復刊 くろしお出版
3 例えば､高砂族言語や蘇州方言客家方言などは､三つまたは四つの区別が見 られるo
『現代 日本語の表現 と語絵』･李′)､凡 (1984)｢蘇州方言的指示詞｣語言草論叢第 13
韓などを参照｡
4 ｢文脈指示語 と文章｣ 国語国文第 21巻第 8号 1952
5 『中国語 と日本語』 1981 .光生館
6 ｢代名詞｣『続 日本文法講座1』 1959 明治書院
7 ｢指示語 『コ ･ソ ･ア』考｣『論集 日本文学 ･日本語 5 現代』 1978 角川書店
8 『日本文睦研究』 1973 大修館
9 ｢コノアの指示領域について｣ 国立国語研究所研究報告集 3 1982
10 ｢代名詞 とは何か｣『品詞別 日本文法講座 2』 1972 明治書院
ll ｢コソアの体系｣『日本語の指示詞』 国立国語研究所 1981
12 ｢コソア ド抄｣『文法小論集』 1970 くろ しお出版
13 『現代語法新説』 刀江書院
14 注 11に同 じ｡
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